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私はカナダへ留学し、ブリティッシュ・コロンビア州の Northern Lights College に 3 ケ月間通っていまし

た。そこでは、韓国・中国・セネガル・インドなどさまざまな国から来た留学生が勉強しておりたくさん友人を

作ることができました。少人数制のクラスだったため、先生が一人ひとりのエッセイの書き方や英文法の間

違いなどを丁寧に指導してくださり、とても質の高い授業を受けることができました。クラスの雰囲気もとても

良く、間違いを恐れず積極的に発言し、自分の弱点に気付き直すことができました。それがまた自信に繋

がり、もっと英語を話したい！話せるようになりたい！と思い日々の勉学に励むことができました。留学前は

人見知りをして引っ込み思案で、授業中に発言することなどほぼ皆無でしたが、この留学を通して、とても

前向きでボジティブにそしてアクティブになれたと思います。バスを待っている間に後ろに並んでいた見ず知ら

ずのおばあさんと世間話をしたり、週に 1 回近くの教会で開かれていた英語講座に参加したりと今までの

引っ込み思案な自分が嘘のようで、周りの家族や友人に驚かれたぐらいです。それは帰国後も変わらず、

人前に立っても心に余裕をもって話すことができるようになりました。 

留学中はホストファミリーの家で過ごし、日本では学ぶことができない「生の英語」をたくさん教えてもらいま

した。例えば、教科書では「奇妙な」を表す strange という英単語がよく使われていますが、実際ネイティ

ブスピーカーは weird という単語をよく使っていました。日本では聞いたことがない英語だったので、初めは

なんと行っているのかさえ分かりませんでしたが、ホストファミリーとの会話の中で、そのような分からない単語

が出てきたときにはスマートフォンに必ずメモし、その日のうちに意味を調べるようにしていました。また get 

on, take off などの句動詞を耳にすることが非常に多かったです。これらは動詞からまったく想像ができな

いような意味であることが多いので、知っていなければなにも理解できません。私は将来高校の英語教師

になりたいのですが、13 年間英語を勉強してもこういう日常会話でよく使うフレーズや英単語はまだまだ

知らないことだらけです。だから私は教科書英語だけではなく、今回の留学で学んだ「生きた英語」を生徒

たちにたくさん教えられる教師になりたいと思っています。このような単語やフレーズは留学しなければ絶対

に知ることができなかったので、本当に留学してよかったと心から思いました。 

ホームステイ先には 3・5・7 歳のホストシスターがいたのですが、3 人ともとてもおしゃべりが好きで家にいる

間ずっと話しかけてくれたり、一緒に外で遊んだりテレビを見たりと留学期間のほぼ半分以上の時間を共に

過ごしたように思います。ホストファミリーはまるで本当の家族のように暖かく私を迎え入れてくれて家族の

行事にもたくさん参加させてくれました。キリスト教だったので、毎週日曜日の朝、一緒に近くの教会に行き

ました。街にはいくつもの教会がありましたが、ホストファミリーと行った教会は私の想像とはまったく違ってい

て、まるでライブ会場のようでした。みんなで聖書について勉強したり歌を歌ってみたりと、非常にいい経験

になりました。そこでまた新しい友人ができ、新しい出会いがたくさんある場でした。また、カナダでは子供た



ちの誕生日パーティが盛大に開かれ、なにかひとつのテーマを決めてお祝いするそうです。留学中、4 人の

子供たちの誕生日パーティに参加させてもらったのですが、そのなかのひとつのテーマは犬で、飾りつけやケ

ーキ、風船などとにかく全部犬づくしでとても驚きました。体育館やプールを貸切にしてパーティを開くことも

あり、日本での誕生日の祝い方との違いを知りました。ホストファミリーは日本にとても興味を持っていてくれ

ていたので、一緒に折り紙をしたり、おじゃみをしたり、親子丼を作ってあげたりと日本の文化をしっかり伝え

ることができたと思います。親子丼がとても好評で作り方をホストマザーに教えてあげたのですが、先日「親

子丼作ったよ」という連絡がきて非常に嬉しく思いました。私はフォート・セント・ジョンという街に住んでいた

のですが、その町の人々はみんなとても暖かく私たち留学生を迎え入れて下さいました。バスの運転手さん

やコーヒーショップの店員さんが「こんにちは」、「ありがとう」など話しかけてくれる事があり、嬉しかったです。 

留学先では、自分から動かないと何も始まらない、言わないと何も始まりません。積極的に失敗を恐れず

に行動することが大切です。初めの 1週間は慣れない環境・気候・文化で戸惑うことが絶対に誰にでもあ

ります。ですが1週間経ってしまえば自然と慣れてしまうので何も心配ありません。限られた時間でどれだけ

自分がアクティブになるかです。今しかできないことは何かを考え、どんどん挑戦してください。留学前に「留

学先でやることリスト」を作っておくと、目標になるので良いと思います。必ず成長した自分に出会えるはず

です。 


